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は じ め に

区民会議がスタートしてから10年。この10年間の宮前区区民会議からは、委員による活発な議論、調
査活動などから、さまざまな提案がされ、そして実践されてきました。

第5期となるわたしたち20名も、より く らしやすい地域社会をつく るために何をすべきかを考えなが
ら、議論を交わしてきました。その経過と成果をまとめたのが、この「 報告書」 です。

第5期宮前区区民会議では、スタート当初からまちの課題について意見を交換し、審議するテーマを二
つの方向に決定、二つの専門部会を立ち上げました。一つは「 誰もが住み慣れたまちで、いつまでも元気

に暮らし続けることができる社会をつく ること 」 をテーマとした「 誰もがく らしやすいまちをめざす部

会」。もう一つは「 宮前区の魅力的な地域資源を、区内外の方 に々広く 知り 、体験してもらえるための情

報発信手段」 をテーマとした「 みやまえ魅力探訪部会」 です。

どちらの専門部会も、この区民会議の使命である「 地域の課題解決に資する提案」 を、より確かに、実

現性、実効性のあるものにしていきたいという思いから、委員自ら試行的な取り組みを実行し、今後のた

めに検証することを大切にしてきました。

課題の現場である地域にも積極的に出向き、自分たちで調べ、地域の方 の々協力や助言をいただきなが

ら、「 稗原ゆ～ず連絡会の運営支援」「 ほっ とやすらぎステーショ ン」「 みやまえ魅力スポッ ト・寄ってこ！

ガイド」「 みやまえハテナノタネ・ 自由研究のMe!」 などの取り組みを実施してきました。このう ちのい
く つかは、すでに地域の方 に々活用いただいたり 、訪れたりしていただいています。

わたしたち第5期の活動の成果としてまとめたこれらの取り組みが地域に根付いていく には、今後も継
続、発展が必要です。わたしたちは、任期が終わっても、それぞれの地域活動を通じて、また地域の方々

や行政、企業などとも連携しながら、取り組みの継承に努め、区民会議の目的である「 より く らしやすい

地域社会をつく る」 ことを目指していきたいと考えています。

第 5 期 宮 前 区 区 民 会 議

委員長 宮﨑 孝
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誰もがく らしやすいまちをめざす部会の提案

ほっとやすらぎステーショ ンを拡げよう

審議テーマとその背景

地域包括ケアシステムの構築に向けた取り組みが、

川崎市でも本格的にスタートします。

“誰もが住み慣れた地域、本人が望むところで、安心して暮らし続けられるまち” 
のテーマを掲げた「 誰もがく らしやすいまちをめざす部会」 では、

こう した社会を実現するためにはどう したらよいかを、

さまざまな事例の研究や当事者からのヒアリ ングなどを通じて、検討してきました。

わたしたちは、「 宮前区らしい地域包括ケアシステム」 がしっかり と機能し、

より住みやすい地域社会をつく るための取り組みとして、

「 ほっとやすらぎステーショ ン」 を、

区内各地に拡げていく こと を、提案します。

誰もがく らしやすいまちをめざす部会

部会長 川畑 武敏 

● 活発な地域活動の力を活かした、地域主体の「 地域包括ケアシステム」
可能な限り住み慣れたまちで、本人が望むところで住み続けられる社会を目指して、医療機関、介護事

業者、行政のほか、地域社会も一体となって取り組むものが、「 地域包括ケアシステム」 です。

国や他の自治体が進める地域包括ケアシステムは高齢者が対象の中心ですが、川崎市ではこれに子ど

も、障がい者、子育て中の世帯など、あらゆる「 ケアを必要とするひと 」 を対象にしています。

「 宮前区らしい地域包括ケアシステム」とは、地域活動が活発な特性を活かして、地域が主体となり、

官民が連携して作り上げていく ものとして、私たちは考えています。

● ほっとやすらぎステーショ ンのおもな役割、機能
「 ほっ とやすらぎステーショ ン」 は、わたしたちが考えた、宮前区らしい「 地域包括ケアシステム」 を

実現するためのひとつのかたちです。それぞれの地域に合わせた「 居場所」をつく り 、誰もが気軽に集い、

支え合える拠点となれるよう 、以下の機能・ 特徴をもつしく みを考え、その実現を目指しました。
ほっとやすらぎステーショ ンが持つ機能・ 特長
❶ 地域住民の出会い、交流、憩い、活動の場

❷ 福祉・ 医療などの相談、見守り、つながりの機能（ 地域包括ケア）

❸ 地域に広く 知られて、誰でも、いつでも気軽に立ち寄れる雰囲気

❹ 地域の、地域による、地域のための場所
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馬絹地区のカフェ レストランで試行的に実施している「 ほっ とやすらぎステー

ショ ン」 の取り組みを、区内各地に展開することを提案します。具体的な内容は、

① 相談カード・ スタンドの設置

お店のテーブルやカウンター、レジ周辺などに「 連絡先」「 ちょ っと困った事を

お聴きできること」 等を記した「 相談カード」 のスタンドを設置

② 地域福祉情報の受発信

地域包括支援センターと連携し、相談ごとがあれば、センターへつなぐ

また、店の雰囲気を壊さない範囲で福祉情報の資料やチラシなどを設置

既存の店舗や事務所などにこれらの協力をお願いすることで「 地域の居場所」

「 地域の相談・ 情報拠点」 になっていただく ことを目指します。

飲食店ばかりでなく 、例えば「 理容・美容院」、「 クリーニング店」のようにお

店とお客様との会話がある場所、「 整骨院」、「 薬局」 のようにお客様のようすが

わかる場所なども候補になると考えています。

取り組みの実施にあたっては、各地区の地域包括支援センターはもちろん、

地域の町内会・自治会や商店会に協力をいただく ことができれば、よりスムース

に、効果の高い場が実現できると考えられます。

協力いただく お店や場、関係者の「 理解度」 も重要です。例えば「 認定制度」 を設け、取り組みの趣旨

や地域福祉の現状などをご理解いただく ための「 講習会」 の開催などが必要になるかもしれません。

③ 「 ほっとやすらぎひろば」（ イベント） の企画・ 開催
ミ ニコンサート、様々 な講演・ 講習会、地域の活動や教室の発表の場など、地域の方々 が「 ほっとや

すらぎステーショ ン」 に集い、会話・ 交流するきっかけづく りの企画を開催する。

「 ほっ とやすらぎひろば」 の企画・ 開催には、「 無理のない、自主的なか

たち」が重要と考えています。多大な尽力やお金をかけるよう な企画では、

継続も難しく なりますし、規模が大きく なりすぎては、地域性が失われて

しまいます。等身大で手作りの企画が良いでしょ う 。

今回協力いただいた店舗では、お客様に「 ほっ とやすらぎステーショ ン」

の取り組みを知ってもらう ためのきっかけづく りも兼ねて、「 ミ ニコンサー

ト」 の開催に試行的に取り組みました。地域の音楽家にボランティ アでご

協力いただき、当日はお店に一杯のお客様がみんなで一緒に歌う 、楽しいひと時となりました。

これらの取り組みにより 、「 宮前区内ならどこでも、誰でも、困ったときに立ち寄れる場所がある」 と

いう環境を作り上げられることが、わたしたちの理想です。

具体的な取り組みの提案内容 

ほっとやすらぎステーショ ンを拡げよう
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部会がもう一つ、「 地域の居場所」 づく りの実践として経過を見守り、広報等の面で運営を支援してき

た地域の取り組みが「 稗原ゆ～ず連絡会」 です。

稗原ゆ～ず連絡会は、地域の７つの自治会と福祉施設・ 教育機

関・ 医療機関等から代表が集まって結成されました。

連絡会では、健康講座や各種イベントを開催し、地域の多く の方

が楽しく 参加しています。小さな地域での活動らしく 、通り一遍の

講座内容ではなく 、参加される方に合わせてその場で作られるプ

ログラムを実践しています。

これまで地域活動に出る機会がなかった方も、健康に少し心配

のある方も、いろいろな方が気軽に参加できる企画は、地域に根付

き始めています。

また、この地域以外でも、いろいろな場所で、見守り活動やサロン活動などが動き出そう と しています。

動き出すまで、あと一歩のところもあるでしょ う 。そう した「 あと一歩」 を手助けして、支え合いの活動

が広がっていく 地域社会にしていきたいと思います。

そのための支援を、地域住民、各種団体、そして行政が手を取りあって行い、活動のバッ クアッ プがで

きる関係をつく っていく ことも提案します。

稗原ゆ～ず連絡会会員： 稗原自治会、市営鷲ヶ峰住宅自治会、鷲ヶ峰西住宅自治会、菅生ケ丘自治会、

稗原団地自治会、一の丸自治会、菅生台自治会、鷲ヶ峯地域包括支援センター、介護老人福祉施設鷲ヶ峯、

障がい者支援施設みずさわ、かわさき記念病院、はぐ るま工房、鷲ヶ峰いこいの家、川崎市立稗原小学校

稗原ゆ～ず連絡会の取り組み：２７年６月の発足当初から、地域密着の各種講座やイベントを数多く 実施し

てきました。今後の同様の活動への参考となるよう に、その一部をご紹介します。

■健康講座①「 健康でいるためのコツ教えます」 …地域の各自治会館などで開催。保健師を講師に招き、当
日の参加者の年齢や体調などを判断し、その場にあわせた体操などを行いました。

■健康講座②「 認知症あれこれ・聞いて話して」 …認知症専門家と 、家族を介護した経験のある方による討
論会で、全２回開催しました。経験談から、今後のケアにつながる話し合いができました。

■健康推進チーム結成＆健康づく り教室シリーズ…理学療法士、作業療法士、看護師、介護士など、医療・
福祉の専門家チームを結成。今後定期的に、稗原地域で講座活動をしていきます。

■男の料理入門…家族が不安なく 過ごすために、男性も家事が必須！連絡会役員自ら講師を務めました。
■ボランティ ア募集（ ひえボラCTT）…地域で募集するボランティ ア情報を集約し、希望者を登録制にして、

お手伝いしてほしい人と 、したい人のつなぎ役をします。ポイントカードも導入しました。

稗原ゆ～ず連絡会の運営支援と他地域への展開

連絡会の活動拠点「 ユーズカフェ 」
オープン記念
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検討の経過： 課題の把握と、取り組みの方向性

高齢化が進む現状─ ─ ─
高齢化率が全国平均と比べ低いと い

われる川崎市でも、今後高齢化は確実に

進みます。一方で、宮前区は男性の平均

寿命が全国第2位であったり 、 65歳以上
の要介護認定率が市内7区で最も低かっ
たり といったデータがあり、元気な高齢

者が比較的多いと考えられます。

このよう な中、「 地域包括ケアシステ

ム」 の構築に向けた取り組みが本格的に

スタートしており、宮前区もその構築に

向けて動き出しています。

目指す取り組みの方向性の検討─ ─ ─
このよう な背景から、わたしたちは、「 元気な高齢者がより元気に暮らすことができ、互いに支え合え

るまちをつく る」 ことをテーマに掲げました。そしてまず、交流の場、支え合いの場として「 コミ ュニテ

ィ カフェ 」 に着目しました。

市内のいく つかのコミ ュニティ カフェ を実際に訪問し話を聞いたり 、各地の先進的な取り組みを調査

したりしながら、宮前区にふさわしいかたちを考えてきました。そして目指すべき、誰もが気軽に立ち寄

れて、情報交換ができ、福祉や医療の専門機関へのつなぎ役もできる場所を「 地域の居場所」 と名付け、

現地視察や関係者からのヒアリ ングを行いました。

①病院内で開催される潮見台カフェ ②三田まちもりカフェ ③カフェ内の地域情報掲示板

課題解決に資する提案に向けた試行的取り組みの実施─ ─ ─
「 地域の居場所」 づく りの試行的取り組みとして考えたのが「 ほっとやすらぎステーショ ン」です。こ

のモデルとして、稗原地区に新規にオープンするコミ ュニティ カフェ を拠点とした「 稗原ゆ～ず連絡会」

と 、馬絹地区のレストランで、試行的に取り組みを進めてきました。

それぞれの取り組みが「 地域包括ケアシステム」の一つのかたちです。地域活動が活発な宮前区らしい

「 地域包括ケアステム」とは、小学校区から中学校区程度の徒歩圏内の地域ごとに、こう した小さな積み

重ねがつく りだす社会にあると考えています。

8.62 7.76 8.96 8.84 7.46 8.83 8.71
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4.43 4.2

4.33
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3.39 3.36

川崎区 幸区 中原区 高津区 宮前区 多摩区 麻生区

65歳以上の要介護認定率

軽度 中度 重度

川崎市介護保険運営協議会資料（ 平成２７年４月）
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提案の実現に向けた、今後の課題

稗原ゆ～ず連絡会の運営支援

稗原ゆ～ず連絡会は、川崎市社会福祉協議会からの助成金と、加盟団体からの賛助金、出張カフェ売り

上げなどにより運営しています。また、講師やカフェ スタッ フなどは原則ボランティ アで、会場確保など

も加盟団体が行っています。行政からは①広報活動、②保健福祉関連情報の提供・ 情報共有、③区民会議
委員による運営のバッ クアッ プなどの支援が行われています。

今後もずっ と活動を続けていく ことを考えると、独立して運営していく ことが望ましいですが、例えば

保健福祉情報の提供などについては、行政との連携は不可欠です。このよう な連携を今後も続けながら、

ともに「 不安のない暮らしができる地域社会」 をつく っていく 体制が必要です。

ほっとやすらぎステーショ ンの拡張

ほっとやすらぎステーショ ンの候補と していく つかのお店を考えましたが、この活動を拡げていく た

めに必要なのは、地域の理解です。対象店を増やしていく ために、商店街や店舗、町内会・ 自治会などの

協力を得る必要があります。

講習会の開催や認定制度の検討

ほっとやすらぎステーショ ンの拡充にあわせて、協力店などに地域福祉の現状や各種保健福祉制度な

どの知識をもってもらう機会と して、定期的な講習会の開催が考えられます。講習会の開催が難しけれ

ば、テキストの制作・ 配布など、それに代わる手法も検討できます。一定の基準をつく り 、「 ほっとやす

らぎステーショ ン」 と しての認定をすれば、趣旨に沿った運営や拡大、周知が確保されるでしょ う 。

さまざまなかたちの「 地域の居場所」 づく り
カフェ や商店街など既存の店舗で「 ほっ とやすらぎステーショ ン」を拡張する一方で、さまざまなケア

が必要な人たちが地域で憩い、交流ができるよう にするために、他のかたちで「 地域の居場所」 をつく る

必要もあります。

自治会などが中心になって開かれている「 認知症カフェ 」がその代表例ですが、月１回程度の開催が多

いのが現状です。く らし部会が考える「 いつでも気軽に立ち寄れる場所」（ 3ページ参照）であるために、
例えば、空き家や空き店舗などを、地域の運営主体が安価で使いやすく できるよう な仕組みを検討するこ

とが必要であると考えています。
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提案までの経緯（ 2年間の活動を振り返って）

26.9.2 第１回（ 仮称） 高齢者問題に関する取り組みの部会
・ く らし部会の前身となる部会が９名の委員で発足
・ これから急速に進む高齢化に対応できるまちづく りが必要と考え、議論をスタート

26.10.14 第２回（ 仮称） 高齢者問題に関する取り組みの部会
・ 地域包括ケアシステムについての勉強会を開催

26.11.13 第３回（ 仮称） 高齢者問題に関する取り組みの部会
・ 地域包括ケアの実現を見据えた先進事例を調査し、実際に現地に訪れることを決定

26.12.3～17 地域の見守り活動・ サロン活動の現地視察会
・「 土橋カフェ 」「 かわさき記念病院」「 潮見台カフェ 」「 三田まちもりカフェ 」「 すずの家」 を訪問

・ 先進的な取り組みを実施している現場で、運営をしている方 に々お話を伺った

27.3.4 地域包括支援センター連絡会議への出席
・ 高齢者部会の取り組みと区民会議フォーラム開催を周知

27.3.15 みやまえ区民会議フォーラム２０１５
・ フォーラム内の企画で模擬コミ ュニティ カフェ

「 語り合いカフェ このまちの魅力と く らし」 を開催

・ いつまでも暮らし続けられる地域社会について、テーブルトーク

・ 部会名を「 誰もがく らしやすいまちをめざす部会」 に正式決定

27.4.21 第４回誰もがく らしやすいまちをめざす部会
27.5.26 第５回誰もがく らしやすいまちをめざす部会
・ く らし部会が取り組む「 地域の居場所」 について具体的な議論

・ 稗原地区を中心とした居場所づく り と、既存のカフェ を活用した拠点づく りの検討を開始

27.6.12 第１回稗原ゆ～ず連絡会
・ 稗原地区７自治会と地域の福祉・ 医療・ 教育施設が集まり結成

・ 誰もが住み慣れたまちで、安心して暮らし続けられる地域づく りが目標

・ 菅生ケ丘に新しく オープンするカフェ をこの連絡会の拠点とした

27.7.6 第６回誰もがく らしやすいまちをめざす部会
・ く らし部会が考える「 地域の居場所」 を定義（ 3ページ参照）
・ 現地視察し、現状を把握し、地域の居場所創設の可能性を探ること とした

27.7.10 第２回稗原ゆ～ず連絡会

27.7.17 地域の居場所候補地の視察（ 白幡台いこいの家）
・ 運営者に施設の現状を伺った

・ 利用頻度が高く 、「 地域の居場所」 として定期的な会場の確保が難しいこと 、時間外の利用が難しいこ

となどから、今の段階では見送ること と した

フォーラム全体会
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27.8.24 地域の居場所候補地の視察（ 馬絹地区のカフェレストラン）
・ 馬絹地区でオープンしたカフェ レストランを訪問

・ 地域活動に関心のあるオーナーの協力により 「 ほっ とやすらぎステーショ ン」 の取り組み実施を決定

27.8.31 第７回誰もがく らしやすいまちをめざす部会
・「 稗原ゆ～ず連絡会」「 ほっ とやすらぎステーショ ン」 の２つを取り組みモデルとした

27.9.4 第３回稗原ゆ～ず連絡会
・ 連絡会が主催する各種健康講座を企画

27.10.5 ユーズカフェオープニングセレモニー
・ 連絡会の活動拠点となる「 ユーズカフェ 」 のオープンを記念してセレモニーを開催

27.10.16 第８回誰もがく らしやすいまちをめざす部会

27.11.3 地域包括ケアシンポジウム構築に向けた宮前区民シンポジウム
・ 川田副委員長がパネリ ストとして参加。会場には、く らし部会を紹介するブースを設置

27.11.16 ほっとやすらぎステーショ ン打ち合わせ会
・ 宮前平地域包括支援センターの職員も参加し、現地で顔合わせを実施

・ 試行実施に向けて話し合い

27.11.27 第４回稗原ゆ～ず連絡会

28.1.13 ほっとやすらぎステーショ ン第２回打ち合わせ会

28.1.25 第５回稗原ゆ～ず連絡会
・ 地域の一般の方も招き、川崎マリ エンで開催。活動を理解していただいた

・「 川崎港魅力体験クルーズ」 も同時開催し、「 かわさきの魅力」 を体感

28.1.25 第９回誰もがく らしやすいまちをめざす部会
・ ２年間最後となる部会

・ く らし部会が最終的にまとめる提案について議論

28.2.26 「 ほっとやすらぎひろば」（ イベント） の開催
・「 ほっ とやすらびステーショ ン」 に地域の音楽家を招き、ミ ニコンサートを開催

・ 地域包括支援センターも参加いただき、参加者に同センターを紹介、気軽に相談できることを周知

28.3.13 みやまえ区民会議フォーラム２０１６
・ フォーラム内の企画と して語り合いカフェ 「 ほっ とやすらぎステーショ ンを拡げよう 」 を開催

・ 区内の市民活動やコミ ュニティ カフェ の関係者を招き、交流・ 情報交換しながら話し合い

カフェ レストランで

関係者打ち合わせ会

巡視船「 あおぞら」 の前で

連絡会一同の記念撮影
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部会の検討内容、ゆ～ず連絡会への支援を PRする資料

「 相談カード」 のデザイン
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みやまえ魅力探訪部会の提案

まちのあらゆる情報集約・ 発信拠点、
“みやまえ魅力探訪ネッ トワーク ”の構築
審議テーマとその背景

“宮前区の魅力的な地域資源を、区内外の方 に々広く 知り 、体験してもらえるための情報を

発信する” 
その中心となるのは「 ひと 」 です。

地域で積極的に活動をしているひと。

自分のまちが大好きで、素晴らしさをもっと知ってもらいたいと思う ひと。

こどもたちに、まちの歴史にふれあってほしいと思う ひとと、そのこどもたち。

ちょ っと通りがかりに、面白いものを探しているひと。

さまざまな地域情報のみなもととなる「 ひと 」 たちが手を取りあい、

より広く 、わかりやすく 、伝わりやすい情報を発信する。

「 みやまえ魅力探訪ネッ トワーク」 の構築を、提案します。
みやまえ魅力探訪部会

部会長 青柳 和美 

● みやまえ魅力探訪ネッ トワークについて
情報があふれかえる高度情報化社会における地域の活性化には、本当に欲しい情報をいかにして手に

入れるか、本当に伝えたい情報をいかに伝えるかが鍵となります。

「 みやまえ魅力探訪ネッ トワーク」 は、地域でさまざまな情報を持っている「 ひと 」 と 、いろいろな取

り組みを進める地域活動団体の「 ひと 」 が手を結び、SNS、行政刊行物、各種メディ アをはじめ、あらゆ
る情報発信手段を集約し、発信するしく みです。

新規に組織を起ち上げるわけではありません。組織づく りを目標にするのではなく 、役割分担や継続性

を重視し、無理のない既存団体の連携による形を目指します。

まず、わたしたち魅力探訪部会委員を中心に、今回発案した２つの試行的取り組み、「 みやまえ魅力ス

ポッ ト・ 寄ってこ !ガイド」 と「 みやまえハテナノタネ・ 自由研究のMe」 の応用・ 発展を実現させていく
ことから始めます。活動を積み重ねていく ことで、将来、わたしたちが理想とするはたらきをもつ組織と

なればと考えています。当初の活動にあたっては、第3期区民会議の提案を受けて結成した「 みやまえ情
報ラボ」 と協力しながら進めていく ことも考えられます。
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みやまえ魅力探訪ネッ トワークのしく み

地域の情報を集約して、ネッ トワークで共有し、効果的な発信方法でひろく 伝えていく イメージを表し

ています。みやまえ区民会議、みやまえ情報ラボを中心としてスタートしますが、宮前区観光協会をはじ

めとした各機関が連携する姿が理想です。

みやまえ魅力探訪ネッ トワークで推進したい取り組み

具体的な取り組みの提案内容 

みやまえ魅力探訪ネッ トワークと、その活動内容

①みやまえ魅力スポッ ト・ 寄ってこ！ガイド
バス停上に設置する看板形式のガイドです。中に掲載さ

れた二次元コードにスマートフォンやタブレッ トからアク

セスすると、最寄の魅力スポッ トの紹介や道案内等の情報

につながるしく みです。部会では、これまで区内６カ所の市

バス停留所に試行設置し、体験イベント等も行ってきまし

た。

今後の更なる展開、方向性の例としては、例えば以下が想

定されます。

①区内全域に広げ、より多く の資源を紹介
②民間バス事業者のバス停への展開
③機能・ 掲載情報の充実、アプリの開発
④健康管理などの要素を盛り込む

■これまで設置された「 みやまえ魅力スポッ ト・ 寄ってこ！ガイド」
①馬絹神社前 ②上野川 ③初山 ④森林公園前 ⑤東平台 ⑥神木不動
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②みやまえハテナノタネ・ 自由研究のMe！

謎解き形式で地域資源の魅力を紹介するパンフレッ トで

す。学校での地域学習や自由研究、親子での地域体験等に活

かせる資料を目指しました。

謎のレベルは小学校高学年に設定し、宮前区キャラクター

の「 宮前兄妹」 が登場する読みやすく 、親しみやすい形を心

がけています。

折りたたむと携帯しやすいポケッ トサイズになる形式や、

紹介資源へのアクセス方法や地図の掲載、更に詳しく 知りた

い人のために宮前図書館で読める関連書籍の紹介など、工夫

を凝らしています。

最大の特徴は、資源のガイド・ ヒント提供役として地域の

活動団体の活動情報や連絡先が掲載されていることです。地

域での多世代交流や、市民活動体験にもつなげることをねら

っています。

第1弾として、下記の６つの謎をとりあげた「 みやまえ６つ

の謎編」 を作りましたが、今後も楽しいシリ ーズの発行が考

えられます。地域で活動を続ける多く の方を発掘して、地域

の資源を研究していけば、もっとよいものができるに違いあ

りません。

■みやまえハテナノタネ・ 自由研究のMe！
「 みやまえ６つの謎編」

謎01 古代川崎の役所とお寺の謎（ 橘樹官衙遺跡群・ 影向寺）

謎02 大昔のお墓、古墳の謎（ 馬絹古墳公園）

謎03 「 神様の木」 とご本尊の謎（ 等覚院）

謎04 きれいな川に住む鮎の謎（ 平瀬川）

謎05 ホタルの光の謎（ とんもり谷戸）

謎06 雑木林と人間の暮らしの謎（ 南野川ふれあいの森）

※取り組みの紹介と印刷用PDFデータを以下のホームページで見ることができます。

http://www.city.kawasaki.jp/miyamae/page/0000075302.html

●案内標識や表示板も、場所によって設置を検討していきます。  
観光スポットに訪れたときは、写真を撮ります。そのとき、それがどこなのかがひ

と目でわかる標識があれば、よい思い出になります。標識設置にあたっては、統一

感のあるデザイン、維持管理方法などを検討したうえで進めていく必要があると考

えています。
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検討の経過： 課題の把握と、取り組みの方向性

魅力発信の重要性を体験から実感─ ─ ─
宮前区には歴史、自然、文化など

さまざまな地域資源があり ます。

地元で古く から親しまれているも

の、知る人ぞ知るよう なものの中

には、区外・市外のひとにもっ と知

っ てもらいたい資源がたく さんあ

ります。しかし、知名度や交通アク

セスの悪さ等の課題により それら

が充分知られていない、活かされ

ていないのではないか。

そこでまず部会で路線バスツアーを企画し、委員自ら地域資源の魅力や課題を体験しました。

目指す取り組みの方向性の検討─ ─ ─
過去の区民会議提案の中でも「 ぐるっ とみやまえ」「 坂道ウォーク」「 みやまえカルタ」など地域資源の

魅力を発信する様 な々取り組みがなされてきました。いずれも素晴らしい取り組みですが、主に区内のひ

とに向けたものでした。バスツアー等の体験を通じ「 もっ と区外のひとにも、地域資源を知ってもらい、

訪れてもらいたい」 との思いが強く 共有されること となりました。

そして地域の未来を担う子どもたちが地域資源にふれる機会をつく ることが特に大切だと考えました。

既存の刊行物や看板にはなかった「 子どもたち（ 及びその親）が興味を持ち、地域資源にふれあえる機会」

をつく りたい。そしてその機会を通じて、自分の住むまちに愛着を持ってもらい、ずっ と住み続けたく な

るまちにしていく ことを目指すこと としました。

課題解決に資する提案に向けた試行的取り組みの実施─ ─ ─
先に挙げたバスツアーの他、お出かけ情報投稿サイト「 Holiday」 を活用したインターネッ ト上への観
光情報発信体験も行いました。区民会議フォーラム内の企画や「 拡大部会」 の開催により 、地域の方 か々

らご意見をいただきながら、進めてきました。

その中で、①宮前区の主要な交通手段であるバスの停留所を
活用した地域資源への案内、②親子をターゲッ トにした地域資
源体験資料の作成、の二つの方向性が見え、試行錯誤の結果、生

まれた取り組みが「 みやまえ魅力スポッ ト・ 寄ってこ！ガイド」

と 、「 みやまえハテナノタネ・ 自由研究のMe!」 です。いずれも
検討から始め、製作、試験運用にまで至ることができました。

最後にこれら取り組みの実行だけではなく 、総合的な地域資

源の魅力の発掘・発信のしく みの必要性が再び検討されました。

そして考えられたのが、「 みやまえ魅力探訪ネッ トワーク」です。

路線バスツアーのワンシーン。写真右は“知る人ぞ知る”歴史的魅力スポッ ト
のひとつ、「 陸軍境界標柱」。区内には複数点在する。

魅力探訪拡大部会での情報発信体験
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提案の実現に向けた、今後の課題

みやまえ魅力探訪ネッ トワークの核となるのは…
「 みやまえ魅力探訪ネッ トワーク」 の中心的機能をどのよう な組織が担う かが課題です。

みやまえ魅力探訪部会では、この中心的役割を、「 みやまえ情報ラボ」に担ってほしいと思っています。

「 みやまえ情報ラボ」 は、地域の魅力を自ら取材、編集して発信する組織として、第 3 期宮前区区民会
議の提案を受けて発足しました。メンバーは、情報記者としての講習を受け、区役所が刊行する転入者向

け情報紙「 ぐ るっ とみやまえ」のほか、WEB版ぐ るっ とみやまえ、SNSなどで情報発信を行っています。
「 まだ地域をよく 知らない人に、魅力を知ってもらいたい」、という思いから情報発信に携わる「 みや

まえ情報ラボ」 と 、わたしたち魅力探訪部会がもつ、地域情報発信への思いは同じものです。

さらに、観光情報発信のエキスパートである宮前区観光協会、そしてわたしたち魅力探訪部会委員（ OB
委員も含む） が手を組んで、ネッ トワークをまとめていく のが、理想です。

それぞれの試行的取り組みを発展・ 継続させるために
◆みやまえ魅力スポッ ト・ 寄ってこ！ガイド
設置バス停の拡充と 、高機能・ 多機能化が課題です。

バス停の拡充には、❶スポッ トの選定、❷現場視察とルート
❹ WEB掲載、❺情報の管理といったステッ プが必要
への展開も望まれます。

高機能化・ 多機能化ですが、現状のインターネッ トベース

❷別資源や別ルートへの案内、❸バリアフリー情報等お役立
❹動画や音声による現地ガイド、❺帰り道案内などが考
アプリ開発が可能であれば、❶ リ アルタイム音声案内、❷
などによるガイド、❹時刻・天気、利用者の趣向などに応じた
歩による健康管理など、よりさまざまな可能性が考

いずれの場合も、相応の労力、情報の収集・ 編集が必要です

可欠で、広告の導入、周辺店舗との提携など費用の獲得方法等

あります。

◆みやまえハテナノタネ・ 自由研究のMe! 

今回製作した「 6つの謎編」 で紹介された以外にも区内には
こで活動するかたがたも大勢いらっしゃいます。これらを

が望まれます。

例えば①地名の由来編、②民話・神話編、③歴史編などのほか
スポッ トに絞って複数の謎を解き明かすものも考えられます。

活用に向けた取り組みも必要です。学校や教育施設・ 団体に

て小学生と その保護者に手に取っ てもらう機会の創出や教材

を働きかけたり、謎解きを体験するイベントの開催などが考
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提案までの経緯（ 2年間の活動を振り返って）

26.9.26 第１回（ 仮称） 魅力発信と次世代まちづく りの部会
・ 魅力探訪部会の前身となる部会が 10名の委員で発足
・「 いまを語り、未来を語る」 をテーマにワールドカフェ形式のワークショ ッ プを開催

26.10.21 第２回（ 仮称） 魅力発信と次世代まちづく りの部会
・ 路線バスを活用した魅力探しのツアーを行う ことを決定

26.11.20 みやまえ路線バス途中下車の旅（ コース①）
・「 みやまえ歴史探訪・ タイムスリ ッ プ体験」

・ 戦時中の遺跡、古墳や古代の役所跡など

26.11.21 みやまえ路線バス途中下車の旅（ コース②）
・「 みやまえを流れる川を辿って」 矢上川、平瀬川、水沢の森を巡った

26.11.26 みやまえ路線バス途中下車の旅（ コース③）
・「 旅はやっぱり、グルメめぐ り 」

宮前区の名物をつく るスイーツショ ッ プやレストランを訪ねた

26.12.22 第３回（ 仮称） 魅力発信と次世代まちづく りの部会
・ ３日間のバスツアーの振り返り

・ 魅力発信、魅力発見に大きな可能性を見出した。

・ 区外からも観光に訪れてもらえるよう な取り組みが必要であることを実感

27.3.15 みやまえ区民会議フォーラム２０１５
・ フォーラム内の企画と して特別バスツアーを２コース用意

・ 目的地ではその地域で活動する方がガイドを務めた

27.5.8 第４回みやまえ魅力探訪部会
・「 バス停に地域の魅力スポッ トへの案内表示をつけたらどう か」「 子どもの教育、
に役立てられるものは作れないか」「 観光情報投稿サイト Holiday“ ”のワークシ
ョ ッ プをしてはどう か」 という意見が出された

27.6.12 第５回みやまえ魅力探訪部会
27.7.8 第６回みやまえ魅力探訪部会
・ 第4回部会のアイディ アを区民と語り合う ため、「 みやまえ魅力探訪拡大部会」
を企画

27.8.8 みやまえ魅力探訪拡大部会
・ 区内外に地域の魅力を知ってもらう ための取り組みを
地域の方 を々招いて検討するイベントを開催

27.9.1 第７回みやまえ魅力探訪部会
・ 拡大部会の意見をもとに、これから試行的に取り組む内容を検討
・ ２グループに分かれ「 バス停への観光案内掲示」「 自由研究に使える地域資源
リ ーフレッ ト」 の実現に向けた検討を進めた
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区民会議が作成したツアーパンフレッ ト

地元食材をふんだんに使った
フォーラム特製お弁当

特別バスツアーで
影向寺を見学

拡大部会のテーブルトーク



27.9.30～10.2 バス停と魅力スポッ ト視察会
・ バス停観光案内掲示を「 みやまえ魅力スポッ ト・ 寄ってこ !ガイド」 と命名
・ 候補地となるバス停と周辺の魅力スポッ トを委員が歩いて視察
・ WEBに掲載する写真の撮影も実施

27.10.7 第８回みやまえ魅力探訪部会
・ 2つの試行的取り組みの進捗状況を報告
・ Bグループの取り組みの名前を「 みやまえハテナノタネ」 とした

27.11.17 みやまえハテナノタネ検討会
・ Bグループによる取り組みの検討
・ リ ーフレッ トの形式・ 内容と 、記載する地域資源の詳細について
地域の協力をいただく こと を決めた

27.11.30 寄ってこ！ガイド公開＆公開記念特別企画開催
・ 報道各社を招き、寄ってこ！ガイドのお披露目会を開催
・ 寄ってこ！ガイドを使ったウォーキングイベントを実施
・ 教育委員会の学芸員による現地ガイド付き「 橘樹官衙スタンプラリ ー
特別版」 も同時開催

28.2.2 寄ってこ！ガイド追加分貼り付け作業
・ 公開当時の２カ所から６カ所に増やすために、各バス停でガイドの貼

り付け作業を実施

28.2.3 第９回みやまえ魅力探訪部会
・ ２年間最後の部会は、エポッ クなかはらで開催
・ みやまえハテナノタネ試作版の内容を部会全員で検討
・ 区民会議フォーラムの企画内容を検討
・ 魅力探訪部会が最終的にまとめる提案について話し合った

28.3.13 みやまえ区民会議フォーラム２０１６
・ フォーラム内の企画で「 まちの魅力を訪ねて、謎を解こう 」 と
題し、「 みやまえ魅力スポッ ト・ 寄ってこ！ガイド」 と 「 みや
まえハテナノタネ・ 自由研究のMe！」 を体験する企画を開催
・ 参加者から感想等伺った

寄ってこ！ガイド 公開記念特別企画

バス停ごとに設置の
可能性を検討
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区民会議フォーラム 影向寺で謎解き体験



みやまえ魅力スポッ ト・ 寄ってこ !ガイド 報道発表資料
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みやまえハテナノタネ・ 自由研究のMe! みやまえ 6つの謎編（ 実物大はA３版）



全体会議の活動

区民会議フォーラムの開催
各年度の終わりの 3 月には、それまでの検討成果を区民に周知すると ともに、区民、特に地域で活躍
する市民活動団体の関係者などを対象に、検討内容に対する意見を伺う こと を目的に「 みやまえ区民会議

フォーラム」 を開催しました。

フォーラムの企画に際しては、一方的な発表や報告に留まらないよう 、話しやすい雰囲気づく りや、検

討内容を実際に体験していただく 企画を工夫しました。

みやまえ区民会議フォーラム２０１５ このまちの魅力と く らしを語り合う フォーラム
開催日： 平成27年3月15日（ 日）
①みやまえ魅力探訪ツアー（ 路線バスミ ニツアー） 10:00～14:00
地域資源の魅力を直接体験、理解を深めるツアー、各地現地ガイド

Ａコース： 影向寺・ 橘樹郡衙跡～甘納豆駿河屋～

南野川ふれあいの森（ 昼食） ～区役所

Ｂコース： 水沢の森～平瀬川～とんもり谷戸（ 昼食） ～区役所

②語り合いカフェ （ 区役所4階大会議室）  13:00～15:00 
お茶やお菓子、気軽で和やかなカフェ の雰囲気で、語り合う場

話題提供として、ミ ニ講演、事例紹介映像放映を実施

③区民会議フォーラム全体会（ 区役所4階大会議室）  15:15～15:45 
第5期宮前区区民会議審議経過報告 質疑・ 意見交換

④その他の企画
区内在住中学生による二胡の演奏 15:00～15:15（ 休憩時間中）
会場展示 関連テーマや区内資源の展示

宮前特産弁当の提供（ ツアー参加者、スタッ フ）

区キャラクター「 宮前兄妹」 の参加、参加記念品の配布（ マグネッ ト）

みやまえ区民会議フォーラム２０１６
地域福祉と地域資源をもっと身近なものにするために

開催日： 平成28年3月13日（ 日）
①まちの魅力を訪ねて、謎を解こう （ 影向寺周辺） 10:00～14:45
「 みやまえ魅力スポッ ト・ 寄ってこ！ガイド」 体験

「 みやまえハテナノタネ特別版」 影向寺編 体験

②「 ほっとやすらぎステーショ ン」 を拡げよう
（ 区役所4階大会議室）  13:00～14:45 

コミ ュニティ カフェ で交流・ 情報交換しながら話し合い

③区民会議フォーラム全体会（ 区役所4階大会議室）  15:00～16:00 
第5期宮前区区民会議提案報告 質疑・ 意見交換
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今後の区民会議への継続的な課題

第５期宮前区区民会議では、各専門部会で審議を進める前に、事前準備会と「 準備部会」 を開催し、委

員それぞれが考える「 地域課題」 を出しあい、議論を進めてきました。計３回の準備部会の過程で、地域

課題を次の５つに分類しました。ここでもう一度、その 5つの分類をおさらいします。

①高齢者や障害者の孤立防止と生きがいづく り
高齢者の認知症予防、障がい者の引きこもり、孤立防止には、生きがいを持って暮らしていけ

るまちづく りが必要です。見守り促進や公園体操などのこれまでの取り組みを活かしながら、子

ども、働く 世代も、みんながかかわっていける、生きがいづく りが大切です。

②子育て世代のつながりと、子どもがのびのび遊ぶ環境づく り
孤立への対策は高齢者だけでの問題ではありません。転入したばかりの世帯など、子育てに悩

む人たちが、地域とつながりをもち、地域ぐ るみで子育てにかかわっていく 環境づく りが必要で

す。

③地域コミュニティ の活性化と憩いの場づく り
さまざまな環境の人びと ・ 世代がしぜんに交流できる環境と場所を整えることで、働く 世代な

ど地域へのかかわりが希薄なひとも気軽に地域に参加できます。

④歴史を大切にし、その魅力を広く 伝える
都市化が進む宮前区ですが、古き良きものは残されています。これを地域の人たちが大切にし、

愛していく ことができれば、ずっと暮らし続けていく ことができるまちになります。

⑤次世代のために、まちづく りを考える
宮前区に生まれた子どもが、地域で育ち、働き、家庭をもち、地域を支える。これからますます

少子高齢化が進行する中で、活力のあるまちを持続していく 方法を考えていく ことが大切です。

若者が住みやすい住環境の整備、交通問題の改善など多く の課題に対して、長期的に検討してく

専門部会の立ち上げも考えていく 必要があります。

委員による議論の結果、おもに①をもとにした「 誰もがく らしやすいまちをめざす部会」、④をもとに
した「 みやまえ魅力探訪部会」 を発足し、今回提出する提案となりましたが、詳細の議論に至らなかった

テーマについても、委員としては解決に向けた思いを持ち続けています。

そのためには、２年という任期中での結論は難しいこともあります。わたしたち第５期宮前区区民会議

は、さらなる活発な議論のために、第６期以降においては、長期にわたる継続的な議論が必要なテーマを

扱う専門部会の設立の検討を期待しています。また、行政への提案として、現状の２年の任期の延長や、

再任は1回までとする規定を改正することを望みます。
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全体会議の経緯（ 2年間の活動を振り返って）

26.4.3 事前打合せ会
・ 過去の区民会議の審議課題・ 取り組み等の紹介

・ 地域課題把握アンケートの実施…委員が感じている地域課題の抽出
26.4.25 第 1回宮前区区民会議
・ ８分野48の地域課題の抽出→意見交換
26.5.26 第１回準備部会
・ 地域の 48課題→33課題への絞り込み…内容重複等の整理
26.6.27 第２回準備部会
・ 33課題→委員投票（ 2票ずつ） と結果発表→5分野18課題に再編

26.7.30 第３回準備部会
・ 緊急性・ 実現可能性・ 優先度などの観点からテーマ選定討議

・ 2テーマ「 高齢者や障がい者の孤立防止と生きがいづく り 」
「 歴史を大切にし、その魅力を伝える」 をテーマに決定

26.8.29 第２回宮前区区民会議
・ 2専門部会設立

26.9.8 第１回企画部会
・ 専門部会の進め方等

26.10.26 第２回企画部会
・ 専門部会審議経過、全体会議の進行

26.10.30 第３回宮前区区民会議
・ 専門部会審議状況等

27.1.14 第３回企画部会
・ 専門部会審議経過、全体会の進行

27.2.3 第４回宮前区区民会議
・ 専門部会審議状況、区民会議フォーラムの企画検討

27.2.12 第４回企画部会（ 拡大版）

・ 区民会議フォーラムの企画・ 役割分担等の検討

27.2.16 第５回企画部会（ 拡大版）

・ 区民会議フォーラムの企画・ 役割分担の検討、

・ 部会名称の決定
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27.5.15 第６回企画部会
・ 各部会の審議経過、全体会の進行

27.5.29 第５回宮前区区民会議
・ 専門部会審議状況、区民会議フォーラムの開催結果

27.9.4 第７回企画部会
・ 各部会の審議経過、全体会の進行

27.9.14 第６回宮前区区民会議
・ 専門部会審議状況、試行的な取り組み実施経過

27.12.11 第７回宮前区区民会議
・ 専門部会審議状況、試行的な取り組み実施経過

・ 区民会議フォーラム企画素案

27.1.13 第９回企画部会
・ 各部会の審議経過、全体会の進行

・ 区民会議フォーラム企画

28.2.12 第８回宮前区区民会議
・ 専門部会の審議結果（ 提案内容）

・ 区民会議フォーラム企画

28.3.9 第５期宮前区民会議提案書提出
・ 宮前区長に提案書の提出

※終了後、フォーラムの打合せも実施 提案書提出後、区長と懇談する委員
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「 みやまえ区民会議だより」 の発行

区民会議の周知広報を目的とし、審議状況等を掲載した「 みやまえ区民会議だより 」を発行し、町内会・

自治会を通しての回覧や行政施設内での配布などによりＰＲしました。（ 資料編参照）

■第28号 平成27年8月1日発行号 Ａ４版4ページ

掲載内容： 区民会議活動開始、区民会議の流れ、委員紹介、これまでに実現した提案、など

■第29号 平成27年2月1日発行号 Ａ４版2ページ

掲載内容： 先進事例視察結果報告、区民会議フォーラム予告など

■第30号 平成27年3月31日発行号 Ａ４版2ページ

掲載内容： 専門部会名称決定、審議状況紹介、区民会議フォーラム速報など

■第31号 平成28年3月1日発行号 Ａ４版2ページ

掲載内容： 専門部会試行的取り組みの紹介、区民会議フォーラム予告など

■（ 第32号）「 みやまえハテナノタネ・ 自由研究のMe! みやまえ6つの謎編」

※Ａ３版裏表。折りたたむとポケッ トサイズ（ Ａ６版） になる形式（ 19ページ参照）
■第33号 平成28年3月31日発行号 Ａ４版4ページ

掲載内容： 第5期宮前区区民会議の提案、区民会議フォーラム速報など
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資料編

１．第５期宮前区区民会議委員名簿
誰もがく らしやすいまちをめざす部会 みやまえ魅力探訪部会 企画部会

参 与 ＊五十音順・ 敬称略・ 平成28年3月31日現在

市議会議員 浅野 文直 石川 建二 石田 康博 織田 勝久 添田 勝

田村 伸一郎 矢沢 孝雄 山田 晴彦 渡辺 あつ子

県議会議員 飯田 満 佐 木々 由美子 持田 文男

氏名 選出区分 推薦団体

副委員長 川田
カ ワ ダ

和子
カ ズ コ

団体推薦 宮前区自主防災組織連絡協議会

青木
ア オ キ

寅治
ト ラ ジ

団体推薦 社会福祉法人宮前区社会福祉協議会

大木
オ オ キ

次郎
ジ ロ ウ

団体推薦 宮前区スポーツ推進委員会

葛西
カ サ イ

育子
イ ク コ

団体推薦 宮前区子ども・ 子育てネッ トワーク会議

中里
ナカザト

文雄
フ ミ オ

団体推薦 宮前区民生委員・ 児童委員協議会

大槻
オオツキ

幹雄
ミ キ オ

団体推薦 宮前区地域教育会議

本郷
ホンゴウ

一雄
カ ズ オ

団体推薦 グリ ーンフォーラム21みやまえ世話人会

委員長 宮﨑
ミヤザキ

孝
タカシ

団体推薦 宮前区商店街連合会

笹川
ササガワ

進
ススム

団体推薦 宮前区文化協会

山田
ヤ マ ダ

桂
カツラ

団体推薦 宮前区全町内会・ 自治会連合会（ 宮前地区）

黒澤
クロサワ

克實
カ ツ ミ

団体推薦 宮前区全町内会・ 自治会連合会（ 向丘地区）

田辺
タ ナ ベ

洋一郎
ヨ ウイチロウ

団体推薦 宮前区まちづく り協議会

細谷
ホ ソ ヤ

章子
ア ヤ コ

団体推薦 宮前区まちづく り協議会

滝本
タキモト

久美
ク ミ

団体推薦 みやまえ情報ラボ

部会長 川畑
カワバタ

武敏
タケトシ

公募

部会長 青柳
アオヤギ

和美
カ ズ ミ

公募

太田
オ オ タ

公子
キ ミ コ

区長推薦

副委員長 佐 木々
サ サ キ

良司
リ ョ ウジ

区長推薦

鈴木
ス ズ キ

晴夫
ハ ル オ

区長推薦

小田
オ ダ

育子
イ ク コ

区長推薦

くらし 魅力 企画 

くらし

くらし

くらし

くらし

くらし

くらし

くらし

くらし

くらし

魅力

魅力

魅力

魅力

魅力

魅力

魅力

魅力

魅力

魅力

企画

企画

企画

企画

企画
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２ 審議課題の選定と整理の過程
① 当初の８分野４８課題…委員への「 地域課題把握アンケート」 から抽出

分野 No. 分類 課題 概要

分野①
防犯

防災

交通

住環境

1 

交 通

交通環境整備

区北部・ 南部の交通アクセス不備

2 区役所へのアクセス不便

3 菅生地区は駅まで１時間 若い世代が流出

4 区役所・ 市民館へのアクセス不便

5 交通渋滞 鷺沼駅前の車の流れが悪い（ 特に土日）

6 歩道の整備 自転車と歩行者、ベビーカー、手押し車の高齢者と の接触事故

7 コミ ュニティ バス 東・ 中央・ 西に分断される地域、相互の交通不便

8 
防 災

防災・ 減災 大災害発生に備えた防災・ 減災のまちづく り

9 防災意識 直下型地震を想定した区民の防災意識、災害ｼﾐｭﾚー ｼｮﾝ

10 災害時の生活用水 平瀬川の神木周辺が災害時の利用が困難

11 住環境 若者が住めるまちづく り 防災関連（ 避難路・ 場所の確認、水・ 食料の備蓄など）

分野②
地域福祉

健康

12 

高齢者

認知症予防 超高齢化社会における認知症への対応

13 病気予防・ 生きがい 孤立の増加。会話・ 笑顔・ 気力・ 覇気の喪失、認知力低下

14 認知症・ 孤独死 増加する後期高齢者・ 認知症患者、孤独死への支援拡大

15 高齢者の孤独化 核家族、孤立、引きこもり からく る心身機能低下、認知症発症など

16 外出促進 高齢者が安心して外出できる環境づく り

分野③
子育て
生涯学習

人権

17 

子育て

引きこもり対策 子ども・ 成人の引きこもりからの社会復帰の困難

18 幼児の外遊び 子どもの体力低下。緑の多い宮前区から重要性を発信

19 冒険遊び場の継承 外遊びを、市民と行政で素晴らしいと思える地域づく り

20 親子と地域 子育ての悩みを持つ親同士の話し合い、仲間づく り

21 ベビーシッ ター問題 ネッ トで知っ たベビーシッ ターに預ける危険性

22 子育て環境整備 認定保育園、親子イベント、医療費助成、中学校給食

23 世代間交流 高齢者と子ども 高齢者施設と保育所は多いが交流がない

分野④
エコ
自然

公園

24 
公 園

休日の憩いの場 都心や横浜に勤務する区民が休日にく つろぎ憩える場

25 公園美化 公園にごみ箱がなく 、ごみのポイ捨てが目につく

26 
自 然

里山管理の支援 市民の手で守るための資金支援

27 緑の減少 緑が毎年減少。開発等における市や区の制限

28 ごみ問題 ①プラスチッ クごみの増加 ②ごみ箱・ ごみ集積所
分野⑤
産業振興

29 
産業振興

宮前区工業会 区に工業会（ 産業振興会） がなく 、産業基盤が脆弱
30 働く 場所の拡充 昼間人口を増やし、緊急事態対応や街の発展に寄与

分野⑥
魅力発信

芸術振興

31 伝統文化 伝統の継承 若い世代の古典芸能への興味関心がなく 、継承が困難

32 

魅力発信

若い世代の減少 向丘地区の高齢化、若い世代、世帯の減少

33 区の特色や魅力ＰＲ 魅力を知ることで住むまちに愛着や幸せを感じてもらう

34 ＰＲと まちの活性化 多く の人が宮前区を訪れてまちを元気にする

35 着地型、物語型の観光 団体の課題・ ノウハウを物語と してつなぐ 、学生の参加

分野⑦
地域

コミ ュニティ
区役所

サービス

36 世代間交流 共に生きるまちづく り 地域の活動団体同士の情報共有・ 連携不足

37 

地域

コミ ュニティ

総合的な委員会 現状の活動の社会的影響が低い、総合的な委員会で活性化

38 市政だより ・ 町内会 存在を知らない世帯や区民が多い。自治会加入の促進

39 地域活性化 地域意識の希薄に対抗する町内・ 自治会活動の活性化

40 居場所づく り 自宅と職場以外の第3の居場所づく り
41 市民広場の活用 市民広場の多様性を持っ た活用。参加のハードルをさげる

42 一人暮らし老人 団地で一人暮らしの老人。火事などでは近所の連携が大切

43 活動拠点 公共施設は不便、雰囲気が良く ない、入りにく い、既得権益化

44 市民活動 市民活動参加促進 地域市民とのコミ ュニケーショ ン、市民の参加が少ない

分野⑧
その他

45 
区民会議

第４期提案継続 テーマや内容を変更しながら継続、発展し、広く 周知

46 地域課題対応費 課題解決のために地域課題対応費を区民会議で活用

47 中期的課題 区の核、施設など 人口の割には自己完結型の地区ではない

48 広 報 広報掲示板 掲示板の効果を高めて広報の充実を図る
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②５分野３３課題… ４８課題から重複課題の統一や既存の取組との関係等を踏まえて整理
分野 No. 分類 課題 概要

分野Ａ
防犯

防災
交通
住環境

1 

交 通

交通環境整備
区北部・ 南部の交通アクセス不備 若い世代が流出

2 区役所へのアクセス不便
3 交通渋滞 鷺沼駅前の車の流れが悪い（ 特に土日）
4 歩道の整備 自転車と歩行者、ベビーカー、手押し車の高齢者と の接触事故

5 
防 災

防災・ 減災 大災害発生に備えた防災・ 減災のまちづく り

6 災害時の生活用水 平瀬川の神木周辺が災害時の利用が困難
7 住環境 若者が住めるまちづく り 防災関連（ 避難路・ 場所の確認、水・ 食料の備蓄など）

分野Ｂ
地域福祉
健康増進
子育て
生涯学習

8 
高齢者

認知症予防 超高齢化社会における認知症への対応
9 病気予防・ 生きがい 孤立の増加。会話・ 笑顔・ 気力・ 覇気の喪失、認知力低下
10 孤独化対策 核家族、孤立、引きこもりからく る心身機能低下、認知症発症
11 引きこもり 引きこもり対策 子ども・ 成人のひきこもり からの社会復帰の困難
12 

子育て
幼児の外遊び啓発 子どもの体力低下。緑の多い宮前区から重要性を発信

13 親子と地域 子育ての悩みを持つ親同士の話し合い、仲間づく り
14 ベビーシッ ター問題 ネッ トで知っ たベビーシッ ターに預ける危険性

分野Ｃ
環境
自然

公園

15 公園の活用 休日の憩いの場 都心や横浜に勤務する区民が休日にく つろぎ憩える場
16 

自 然

里山管理の支援 市民の手で守るための資金支援
17 緑の減少 緑が毎年減少。開発等における市や区の制限。

18 ごみ問題 プラスチッ クごみの増加、ごみ箱・ ごみ集積所

分野Ｄ
まちの
魅力発信

産業の振興
芸術振興

19 
産業振興

宮前区工業会 区に工業会（ 産業振興会） がなく 、産業基盤が脆弱
20 働く 場所の拡充 昼間人口を増やし、緊急事態対応や街の発展に寄与
21 伝統文化 伝統文化・ 芸能の継承 若い世代の古典芸能への興味関心がなく 、継承が困難
22 

魅力発信

地域活動の広報 地域活動への参加が少ない。魅力ある地域活動の発信
23 区の特色や魅力ＰＲ 魅力を知ることで住むまちに愛着や幸せを感じてもらう
24 着地型、物語型の観光 団体の課題・ ノウハウを物語と してつなぐ 、学生の参加

分野E 
地域コミ ュニティ
市民自治の
まちづく り

25 
世代間交流

高齢者と子どもの交流 高齢者施設と保育所が増えているが互いの交流がない
26 共に生きるまちづく り 地域の活動団体同士の情報共有・ 連携不足
27 

地域
コミ ュニティ

市政だより ・ 町内会 存在を知らない世帯や区民が多い。自治会加入の促進
28 地域交流拠点創出 公共施設は不便、雰囲気が良く ない、入りにく い、既得権益化
29 市民広場の活用 市民広場の多様性を持っ た活用。参加のハードルをさげる
30 まちづく り

活動

総合的な委員会 現状の活動の社会的影響が低い、総合的な委員会で活性化
31 中期的な課題解決 高齢化、交通環境、施設不足などの課題解決のための検討会
32 

区民会議
地域課題対応費 課題解決のために地域課題対応費を区民会議で活用

33 第４期提案継続 テーマや内容を変更しながら継続、発展し、広く 周知

③２つの専門部会の立上げ… ３３課題に対する投票結果の整理から、審議テーマを選定
分野 課題 票数

分野Ａ
高齢者や障害者の
孤立防止と生きがいづく り

認知症対策 3

12 

分類Aの高齢者問題を中心と して、生活に身近な
課題を解決する部会を設立

誰もがく らしやすいまちをめざす部会

生きがいづく り 4
孤独・ 孤立対策 4
引きこもり対策 1

分野B 
子育て世代のつながり と
のびのび遊ぶ環境づく り

ベビーシッ ター 1
4 子育て世代の交流 1

子どもの外遊び 2

分野C 
地域コミ ュ ニティ の
活性化と憩いの場づく り

世代間交流 2

5 自治会への参加促進 1
憩いの場づく り 1
交流拠点 1

分野D 
歴史を大切にし、
その魅力を広く 伝える

宮前区の歴史・ 文化・
自然遺産の選定 4 6 

文化・歴史遺産選定などをきっ かけに魅力を伝え、
次世代のためのまちづく り を考える部会を設立

みやまえ魅力探訪部会

地域活動の広報 2

分野E 
次世代のために、
まちづく り を考える

交通問題 3

11 
若者が住める環境 1
自然環境の保護 2
課題検討部会 2
防災 3
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３ みやまえ区民会議だより
①第２８号 平成２６年８月１日発行
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②第２９号 平成２６年８月１日発行

③第３０号 平成２７年８月１日発行
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④第３１号 平成２８年3月１日発行

⑤第３２号 みやまえハテナノタネ・ 自由研究のMe! みやまえ 6つの謎編（ 19ページ参照）
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⑤第３２号 平成２８年３月３１日発行
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